
代表者

千円 県出資額 千円 県出資比率

合計 県職員 県退職者 合計 県職員 県退職者 左記以外の者

15 1 2 15 1 2 12

1 0 1 1 0 1 0

14 1 1 14 1 1 12

4 1 1 4 1 1 2

令和7年度 公社等経営評価シート
（対象期間：令和6年4月1日～令和7年3月31日）

・適正かつ円滑な事業実
施

公益法人の収支相償の原則
に基づき、適正な事業執行
に努めた。

関係機関と連携し、家庭募金や街頭
募金など様々な機会を捉えて実施
するとともにﾀﾞｲﾚｸﾄﾒｰﾙ等により企
業等の募金を働きかけた。
各種公益事業の着実な推進とともに
効果的な事業運営に取り組んだ。

適正な事業執行・管理を行うため、
引き続き組織運営の効率化を推進
した。

県土の緑化及び森林の整備を推進することにより、良好な地域環境の形成及び持続可能な緑資源の創出を図
り、県民の福祉の向上と県勢の発展に寄与することを目的とする。

公益法人の収支相償の
原則に基づき、引き続き
適正な事業執行に努め
る。

関係機関と連携し、家庭募
金や街頭募金など様々な機
会を捉えて実施するとともに
ﾀﾞｲﾚｸﾄﾒｰﾙ等により企業等
の募金を働きかけた。
各種公益事業の着実な推進
とともに効果的な事業運営
に取り組んだ。

県からの派遣職員は令和5
年4月1日現在1名、県退職
者の配置は1名。必要性を踏
まえた今後の支援体制を検
討した。

「宮崎県水と緑の森林づくり条例」に
基づき、県からの受託事業や指定管
理事業について、適正かつ円滑な事
業実施を行った。

適正な事業執行・管理を
行うため、引き続き組織
運営の効率化を推進す
る。

・情報公開規程の履行
・ホームページでの情報
公開の充実

引き続き、規程に基づき
閲覧資料を備え置くなど
情報公開を行う。
法人情報、財務情報、主
催事業等ホームページで
の情報公開を適宜行い、
充実を図る。

「宮崎県水と緑の森林づく
り条例」に基づき、県から
の受託事業や指定管理
事業について、適正かつ
円滑な事業実施を行う。

非常勤

2

12

・事業推進に関する支出
の適正化

適正な事業執行・管理を行う
ため、組織運営の効率化を
推進した。

公益社団法人　宮崎県緑化推進機構名　称

左記以外の者

公益法人の収支相償の原則に基づ
き、適正な事業執行に努めた。

0985-31-7759

0

特記事項

県所管部・課

①公社等のあり方
見直し

「宮崎県水と緑の森林づくり
条例」に基づき、県からの受
託事業や指定管理事業につ
いて、適正かつ円滑な事業
実施を行った。

設立年月日 理事長　目黒貞利

0

宮崎県川南遊学の森の指定管理者の指定を受けている。（指定期間：令和６～１０年度）

－

電話番号

総出資額

設立目的

役員数　

（人）

県
関
与
の

改
革
工
程

内容

概
　
　
　
要

令和6年度

引き続き、規程に基づき閲覧資料を
備え置くなど情報公開を行った。
法人情報、財務情報、主催事業等
ホームページでの情報公開を適宜
行い、充実を図った。

適正な事業執行・管理を行う
ため、適正な人員確保や組
織運営の効率化を推進し
た。

人的支援見
直し

・県派遣職員の検討
・県退職者の配置検討

関係機関と連携し、家庭
募金や街頭募金など様々
な機会を捉えて実施する
とともにﾀﾞｲﾚｸﾄﾒｰﾙ等によ
り企業等の募金を働きか
ける。
各種公益事業の着実な
推進とともに効果的な事
業運営に取り組む。

④情報公開推進

適正な事業執行・管理を行うため、
適正な人員確保や組織運営の効率
化を推進した。

経営・事業
運営改善

②
公
社
等
の
経
営
見
直
し

・組織運営の効率化
組織等適正
化

平成8年5月20日

職員数

令和7年度

・適正な人員確保
・組織運営の効率化

・「緑の募金」実績の向上
・事業運営の効率化

引き続き、公益法人として
適正な運営を行う。

財務改善

宮崎市宮田町１０番２８号所在地

令和7年度

ホームページ https://www.miyazaki-midori.org/

令和5年度 令和6年度

環境森林部環境森林課

12

公益法人として情報公開規
程を定めており、閲覧資料を
備え置くなど情報公開を行っ
た。
法人情報、財務情報、主催
事業等ホームページでの情
報公開を適宜行い、充実を
図った。

人
的
支
援

0

県からの派遣職員は令和6年4月1
日現在1名、県退職者の配置は1
名。必要性を踏まえた今後の支援体
制を検討した。

常　勤

③
県
と
公
社
等
の
関
係
見

直
し

財政支出見
直し

県からの派遣職員は令和
7年4月1日現在1名、県退
職者の配置は1名。今後
も必要性を踏まえた支援
体制を検討する。



令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

31,552 32,203 30,654 0 0 0

11,179 12,085 12,359 0 0 0

3,000 3,000 3,000 6,197 6,215 6,215

令和6年度 令和7年度

決算額(千円) 予算額(千円)

① 12,359 14,913 補助金

② 10,423 8,311 委託料

③ 9,900 9,900 委託料

④ 7,165 7,165 指定管理料

⑤ 2,195 3,083 委託料

令和7年度 令和8年度

実績値 達成度(%) 目標値 目標値

① 12 100.0% 12 12

② 50 100.0% 50 50

③ 24,953 83.2% 30,000 30,000

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

79,459 79,958 76,235 48,347 49,454 46,346

79,838 81,781 76,401 45,462 46,290 43,798

-380 -1,823 -166 2,884 3,164 2,548

0 0 0 9,022 11,974 9,053

0 0 0 9,022 11,974 9,053

0 0 0 0 0 0

-380 -1,823 -166 39,324 37,481 37,293

21 21 21 0 0 0

-401 -1,844 -187 0 0 0

39,725 39,324 37,481 0 0 0

39,324 37,481 37,293 39,324 37,481 37,293

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0

39,324 37,481 37,293

※千円未満を四捨五入して表示しているため、合計の金額と一致しない場合があります。

その他の県からの支援等

種別

財
務
状
況

　　　　　　　　　　正味財産増減計算書　　　　　（千円） 　　　　　　　　  　　貸借対照表　　　  　　　（千円）

実
施
事
業

緑の募金・森林整備・緑化推進に関する経費

森林等自然体験活動モデル地区における活動推進

森林環境教育の実践、みどりの少年団の育成

「みやざき森づくりコミッション」の運営、企業等による森
林づくりの支援、森づくりボランティア協議会活動の支援

（回）

県委託料

12

森林環境教育啓発強化事業

宮崎県川南遊学の森の管理運営

の
状
況

財
政
支
出
等

　　経常収益

県職員人件費
（県支給分）

宮崎県川南遊学の森の管理運営

主
な
県
財
政
支
出
の
内
容

公益社団法人宮崎県緑化推進機構支援
事業

活
動
指
標

主催イベント数

県交付金・負担金・
出資金

指標の設定に関する
留意事項

　

（千円）

県の損失補償契約等
に基づく債務残高

県借入金残高

　固定負債

税引前当期一般正味財産増減額

　　法人税・住民税及び事業税 　指定正味財産

（うち基本財産への充当額）

　流動負債

（うち特定資産への充当額）

　当期一般正味財産増減額

　当期経常増減額

　当期経常外増減額

「みやざき森づくりコミッション」活
動強化事業

一般正味財産期末残高

目標値

　　経常外費用

　固定資産

募金実績

　　経常費用

（千円）

事業内容

　流動資産

　　経常外収益

30,000

負債

令和6年度

①県民緑化運動推進事業　②森林づくり活動普及啓発事業　③森林環境教育推進強化事業　④宮崎県川南遊学の森管理運営事
業　⑤「みやざき森づくりコミッション」活動強化事業　⑥「森の教室」の開催　⑦緑と花のふれあい教室　⑧森林浴癒しの
集い　⑨学校環境緑化モデル事業　⑩緑の募金及び緑の募金管理事業　⑪県土緑化普及啓発事業　⑫緑化推進・森林整備事業
⑬緑化推進交付金交付事業

指標名 算式（単位）

森林環境教育推進強化事業

事業名

指定正味財産期首残高

（千円）

資産

50

（件）

森林環境教育実施回数

県補助金

正味財産期末残高

　当期指定正味財産増減額

一般正味財産期首残高

　一般正味財産

正味財産

（うち基本財産への充当額）

（うち特定資産への充当額）

指定正味財産期末残高



令和7年度 令和8年度

実績値※ 達成度(%) 目標値 目標値

19,058.5 91.7% 20,881.8 20,750.0

※ 令和6年度 実績値の算式

24,953.0 83.2% 30,000.0 30,000.0

※ 令和6年度 実績値の算式

※ 令和6年度 実績値の算式

改革工程 活動内容 財務内容 組織運営 改革工程 活動内容 財務内容 組織運営

Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ

指標の設定に関する
留意事項

直近の県監査
の状況

財
務
指
標

指標名

総
合
評
価

評価 (Ａ.良好､Ｂほ

ぼ良好､Ｃやや課題あり、
Ｄ課題多い)

目　標
達成度

平成24年に公益社団法人の認定を受け、公益
法人としての適正な運営に努め、各種の公益目
的事業を推進してきた。

新型コロナ禍等の影響により平成30年～令和
２年度は各種公益事業が縮小したため公益法人
として収支相償のバランスが取れていなかった
が、令和３年度以降、収支相償に配慮しコロナ
禍前の正味財産残高を維持している。

今後も適正な法人運営を行い、公益事業の着
実な推進に努めていく。

評価 (Ａ.良好､

Ｂほぼ良好､Ｃやや課
題あり、Ｄ課題多い)

職員一人当たりの収入額

　活動指標については、主催イベント数は計画どお
り実施され、受講者の満足度も高かった。森林環境
教育実施回数も目標値を達成しており評価できる。
　財政指数について、職員一人あたりの収入額は概
ね目標値に近いが、緑の募金実績は企業と家庭募金
が減少しており、目標値に達していない。引き続き
企業等への働きかけを行っていく必要がある。
　引き続き、公益法人として適切な事業実施に努め
るとともに、「みどりの募金法」に基づく知事から
の指定を受けた県内唯一の団体として、緑化推進の
普及啓発や募金実績の向上に努める必要がある。

　

県所管部課
二次評価

公社等
自己評価

総収入／職員数（千円） 20,776.7
①

76,234千円/4人

算式（単位）
令和6年度

目標値

②
緑の募金実績 募金額(千円) 30,000.0

24,953千円

③

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

活動指標①

活動指標②

活動指標③

財務指標①

財務指標②

財務指標③


